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ふ う

虎
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さん

尚志館高校
建設工業科　１年
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私
の
夢
は
、
建
築
士

の
資
格
を
持
つ
看
板
屋

さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

初
め
は
、
看
板
屋
さ
ん

に
な
る
こ
と
だ
け
が

目
標
で
し
た
が
、
中
学

３
年
生
で
建
築
士
の
資

格
取
得
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
父
と
進
路
に

つ
い
て
話
し
た
こ
と
で

す
。

　
父
は
看
板
屋
さ
ん
を

営
ん
で
お
り
、
一
生
懸

命
働
い
て
い
ま
す
。
そ

の
姿
を
見
て
〝
父
の
よ

う
に
な
り
た
い
〟
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

育
て
て
く
れ
た
両
親
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
思

い
、
夢
を
追
い
か
け
始

め
ま
し
た
。

　
絵
や
図
を
描
く
こ
と
、

創
作
す
る
こ
と
は
好
き

で
し
た
が
、
建
築
士
は

難
し
い
だ
ろ
う
と
一
度

諦
め
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
両
親
が
励

ま
し
て
く
れ
て
建
設
工

業
科
が
あ
る
本
校
に

入
学
し
、
夢
を
追
い
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
本
校
は
、
資
格
取
得

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

計
算
技
術
検
定
や
ガ
ス

溶
接
技
能
講
習
を
受
け

ま
し
た
。

月
に
は
、

危
険
物
取
扱
者
乙
４
種

を
受
験
し
ま
す
。
将
来

の
自
分
が
困
ら
な
い
よ

う
に
、
た
く
さ
ん
挑
戦

し
て
多
く
の
資
格
を
取

得
し
た
い
で
す
。

　
私
の
こ
の
夢
は
、
何

年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
看
板

も
建
物
も
人
に
影
響
を

与
え
、
社
会
に
貢
献
し

続
け
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
は
、
み

ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
、

社
会
に
貢
献
で
き
る

安
全
な
建
築
士
・
看
板

屋
さ
ん
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
知

識
や
技
術
を
身
に
付
け

て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
自
分
の
夢
を
応

援
し
て
く
れ
た
人
に
感

謝
し
、
数
年
後
に
は
自

分
が
人
の
夢
を
応
援
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　
〝
今
〟
が
価
値
あ
る

も
の
に
な
る
よ
う
日
々

を
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。
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受賞者の梅園真吾さん（左）
と指導員の上村大作氏＝さつ
ま町の同校

　

月
、
愛
知
県
国
際
展

示
場
等
で
開
か
れ
た
第


回
技
能
五
輪
全
国
大
会
で

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

の
梅
園
真
吾
さ
ん
（
建
築

工
学
科
１
年
）
が
「
建
築

大
工
」
の
部
門
で
敢
闘
賞

を
受
賞
し
た
。
１
年
生
の

出
場
は
同
校
で
初
め
て
の

こ
と
。
緊
張
し
な
が
ら
も
、

喜
ば
し
い
結
果
を
収
め
た
。

　
大
会
は

歳
以
下
が
対

象
。

種
目
１
０
０
０
人

を
超
え
る
技
能
者
が
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
。
課
題
は

約
３
カ
月
前
に
公
表
さ
れ

る
も
の
の
、
大
会
当
日
に

一
部
を
変
更
す
る
〝
実
力

勝
負
〟
の
競
技
。
建
築
大

工
は
、

人
が
出
場
し
た
。

　
建
築
大
工
の
課
題
は
、

屋
根
の
構
造
と
な
る
登
り

梁
小
屋
組
み
（
米
栂
）
の

模
型
。
展
開
図
を
描
く
と

こ
ろ
か
ら
組
み
立
て
ま
で
、

２
日
間

時
間
で
作
り
上

げ
た
。

　
大
会
で
は
、
特
に
柱
と

隅
木
の
取
り
合
い
（
接
合

部
）
に
注
力
。
き
れ
い
な

仕
上
が
り
を
目
指
し
た
。

梅
園
さ
ん
は
「
入
賞
は
う

れ
し
い
が
、
目
標
の
賞
に

届
か
ず
、
悔
し
い
気
持
ち

が
大
き
い
。
来
年
こ
そ
は

表
彰
台
に
上
り
た
い
」
と

力
を
込
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鹿
児
島
港
安
全
協
議
会

（
山
口
憲
司
会
長
）
と
米

盛
誠
心
育
成
会
（
米
盛
庄

一
郎
理
事
長
）
は

月


日
、
港
湾
事
業
現
場
見
学

会
を
行
っ
た
＝
写
真
＝
。

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学

校
の
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン

工
学
科
３
年
生
約

人
が

参
加
。
概
要
の
説
明
や
現

場
見
学
を
通
し
て
、
港
湾

事
業
の
知
見
を
広
げ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
見
学
会
。

今
回
は
、
整
備
が
進
む
鹿

児
島
港
臨
港
道
路
（
鴨
池

中
央
港
区
線
）
の
現
場
を

訪
れ
た
。

　
山
口
会
長
（
五
洋
建
設
）

は
「
見
学
会
を
通
し
て
見

聞
を
広
げ
て
ほ
し
い
。
建

設
業
界
へ
入
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

挨
拶
。
米
盛
理
事
長
も

「
き
ょ
う
の
経
験
を
今
後

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
九
州
地
方
整
備
局
鹿
児

島
港
湾
・
空
港
整
備
事
務

所
で
、
各
担
当
者
が
マ
リ

ン
ポ
ー
ト
の
事
業
概
要
や

臨
港
道
路
整
備
事
業
を
解

説
。
Ｖ
Ｒ
を
用
い
た
施
工

の
仮
体
験
を
行
っ
た
あ
と
、

学
生
ら
は
２
班
に
分
か
れ

て
、
米
盛
建
設
が
進
め
る

護
岸
築
造
や
東
洋
建
設
・

本
間
組
Ｊ
Ｖ
、
川
田
工
業

が
施
工
す
る
橋
梁
の
現
場

を
見
学
。
担
当
者
の
説
明

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
施

工
の
様
子
を
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
見
て
い
た
。

　
最
後
に
、
学
生
か
ら
「
貴

重
な
経
験
が
で
き
た
。
今

後
の
進
路
選
択
に
も
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
が
送
ら
れ
た
。
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国
土
交
通
省
と
建
設
産

業
人
材
確
保
・
育
成
推
進

協
議
会
（
事
務
局
・
建
設

業
振
興
基
金
）
は
、
建
設

業
従
事
者
と
建
築
・
土
木

学
科
の
高
校
生
を
対
象
と

す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
、
２
０
２
５
年
度

の
受
賞
作
品
を
決
定
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
鹿
児
島
工

業
高
等
学
校
（
建
設
技
術

系
３
年
）
の
伊
井
直
太
朗

さ
ん
が
高
校
生
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
不
動
産
・
建
設

経
済
局
長
賞
に
選
ば
れ
た
。

（
７
面
に
受
賞
作
品
、
ほ

か
は
随
時
掲
載
）

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

建
設
産
業
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
「
私
た
ち
の

主
張
～
未
来
を
創
造
す
る

建
設
産
業
～
」
と
、
建
設

産
業
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
の
「
高
校
生
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
。

　
「
私
た
ち
の
主
張
」
で

は
、
国
交
大
臣
賞
に
１
点
、

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長

賞
に
３
点
、
優
秀
賞
に
５

点
が
選
ば
れ
た
。
「
高
校

生
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、
国
交
大
臣
賞
に
２

点
、
不
動
産
・
建
設
経
済

局
長
賞
に
５
点
、
優
秀
賞

に

点
が
選
ば
れ
た
。

　
県
建
築
士
会
（
西
薗
幸

弘
会
長
）
が
主
催
す
る
第


回
建
築
設
計
競
技
の
表

彰
式
が
３
日
、
鹿
児
島
市

の
マ
ー
ク
メ
イ
ザ
ン
で
行

わ
れ
た
。
今
年
度
は
、
県

内
の
七
つ
の
学
校
か
ら
１

２
４
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

金
賞
に
輝
い
た
鹿
児
島
工

業
高
等
専
門
学
校
３
年
の

竹
元
ほ
の
か
さ
ん
を
は
じ

め
、
入
賞
し
た
高
校
生
ら

が
出
席
。
優
れ
た
提
案
を

た
た
え
た
＝
写
真
＝
。

　
竹
元
さ
ん
は
、
六
角
形

が
印
象
的
な
住
ま
い
を
提

案
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
開

放
的
な
建
物
の
ど
こ
に
階

段
を
置
く
か
で
最
後
ま
で

悩
ん
だ
が
、
「
自
分
の
中

で
は
最
適
解
を
考
え
ら
れ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
審
査
委
員
長
の
木
方
十

根
氏
（
鹿
児
島
大
学
大
学

院
教
授
）
は
「
建
築
に
一

つ
の
方
向
性
を
見
出
す
と

と
も
に
ど
こ
ま
で
広
げ
ら

れ
る
か
が
肝
要
。
設
計
の

奥
深
さ
を
理
解
し
、
考
え

尽
く
し
た
強
い
作
品
を
生

み
出
し
て
ほ
し
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。
西
薗
会
長

は
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
た
テ

ク
ニ
カ
ル
な
設
計
と
手
描

き
の
よ
さ
を
感
じ
さ
せ
る

提
案
が
並
ん
だ
。
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
入
賞
者
（
学
校
と
学
年
）

は
次
の
通
り
。

　
【
金
賞
】
竹
元
ほ
の
か

　
【
銀
賞
】
西
原
み
ら
い

（
鹿
児
島
工
２
年
）

　
【
銅
賞
】
八
谷
陽
渚
（
鹿

高
専
２
年
）
立
神
羽
憂

（
鹿
屋
工
３
年
）

　
【
審
査
委
員
長
特
別
賞
】

飯
森
爽
晴
（
鹿
高
専
３
年
）

　
【
佳
作
】
福
冨
心
晴
（
鹿

児
島
工
２
年
）
松
原
杏
佳

（
鹿
高
専
３
年
）
松
山
漱

（
鹿
児
島
工
２
年
）
山
本

光
輝
（
鹿
屋
工
３
年
）

　
【
奨
励
賞
】
有
田
琉
星

（
鹿
児
島
工
２
年
）
磯
邉

梨
花
（
同
）
川
枝
滉
青

（
同
）
角
田
一
悟
（
同
）

昇
美
希
（
同
）
橋
口
唯
志

（
同
）
平
田
旬
（
同
）
宮

下
結
妃
（
同
）
宮
田
早
雪

（
同
）
宿
里
瑠
斗
（
薩
南

工
３
年
）
西
ノ
園
晟
梧

（
加
治
木
工
２
年
）
兒
玉

桜
輔
（
隼
人
工
２
年
）
神

園
航
希
（
尚
志
館
３
年
）

　
【
学
校
賞
】
鹿
高
専
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枕
崎
建
設

業
組
合
（
森

秀
俊
組
合
長
）

は
８
日
、
枕
崎
小
学
校
で

重
機
の
試
乗
体
験
を
実
施

し
た
。
児
童
や
周
辺
地
域

の
子
供
た
ち
が
搭
乗
し
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
気
分
を
満

喫
し
た
。

　
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、
同

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
に
協
力
す

る
形
で
実
施
。
「
建
設
業

が
地
域
、
社
会
で
果
た
す

役
割
」
「
も
の
づ
く
り
が

持
つ
魅
力
」
の
周
知
に
加

え
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て

思
い
出
深
い
一
日
に
な
る

よ
う
に
と
技
術
者
ら
が
プ

ロ
の
技
で
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長

で
あ
る
長
野
建
設
の
神
園

知
洋
氏
は
「
楽
し
そ
う
に

何
度
も
搭
乗
す
る
子
ど
も

が
い
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
。
森
組
合
長
（
森

建
設
）
も
「
子
供
た
ち
が

建
設
業
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
。
今

後
も
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
協
力
し
た
組
合
員
企
業

は
次
の
通
り
。

　
豊
留
建
設
　
長
野
建
設

森
建
設
　
よ
つ
も
と
工
務

店
　
香
建
設
　
岩
田
組
　

茅
野
産
業
　
今
給
黎
建
設

有
園
水
道
工
業
　
福
元
建

設
　
下
木
原
建
設
　
井
上

工
業
　
鹿
島
組
　
日
之
出

産
業

濱岡　佳輝 さん

尚志館高校
建設工業科　１年

技 擬
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私
は
小
学
生
の
時
、

よ
く
神
社
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
神

社
の
修
理
を
し
て
い
る

宮
大
工
に
か
っ
こ
よ
さ

と
憧
れ
の
気
持
ち
を
抱

き
ま
し
た
。
最
初
は

〝
建
築
物
を
修
理
す
る

大
工
の
人
〟
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
家
を
建

て
る
大
工
と
は
異
な
り
、

釘
や
金
物
を
使
わ
ず

「
木
組
」
と
い
う
伝
統

的
な
技
術
で
神
社
や
寺

を
修
理
し
ま
す
。
現
代

と
は
違
う
魅
力
的
な
技

法
が
あ
る
と
こ
ろ
が
宮

大
工
の
す
ご
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
私
は
、
本
校
の
建
設

工
業
科
に
入
学
し
て
建

築
物
の
構
造
な
ど
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
ガ
ス

溶
接
技
能
講
習
や
計
算

技
術
検
定
な
ど
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
資
格

を
取
得
し
て
、
少
し
で

も
自
分
の
夢
に
近
づ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
宮
大
工
に
な
る
た
め

に
本
を
読
ん
で
い
ま
す

が
、
宮
大
工
は
年
々

減
っ
て
い
て
、
人
手
不

足
に
な
っ
て
い
る
と
あ

り
ま
し
た
。
宮
大
工
に

な
る
た
め
に
必
要
な
資

格
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
金
物
を
使

用
せ
ず
に
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
用
い
て
修

理
す
る
腕
前
が
重
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
一
人
前
の
宮
大
工
に

な
る
に
は

年
ほ
ど
か

か
り
、
高
い
技
術
を
身

に
付
け
、
昔
な
が
ら
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

宮
大
工
の
魅
力
が
少
し

で
も
人
に
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
私
は
、
神
社
や
寺
な

ど
の
歴
史
的
建
造
物
や

伝
統
文
化
も
残
し
て
い

け
る
よ
う
な
一
人
前
の

宮
大
工
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、

学
校
で
の
勉
強
を
日
々

大
切
に
し
た
上
で
、
今

後
に
生
か
せ
る
技
術
や

資
格
を
取
っ
て
た
く
さ

ん
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
作
業
を
進
め
る

生
徒
ら
＝
姶
良
市
の
同
校

　

日
に
鹿
児
島
市
で
あ

る
土
木
フ
ェ
ス
タ
に
初
出

展
す
る
加
治
木
工
業
高
校

土
木
科
は
、
イ
ベ
ン
ト

に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
教
員
と
生
徒

が
一
体
と
な
っ
て
、
土

木
の
魅
力
を
精
い
っ
ぱ

い
伝
え
る
つ
も
り
だ
。

　
出
し
物
は
、
土
木
に

親
近
感
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
小

物
の
配
布
や
測
量
体
験

な
ど
を
予
定
。
ま
た
、

土
木
と
学
習
の
つ
な
が

り
に
関
す
る
紹
介
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
測

量
部
に
所
属
す
る
生
徒


人
が
、
積
極
的
に
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら

出
展
物
に
磨
き
を
か
け

て
い
く
。

　
同
科
の
高
橋
宏
幸
先

生
は
「
授
業
で
学
ぶ
こ

と
が
社
会
と
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
を
知
っ
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
出
展
の
き
っ
か

け
に
触
れ
、
「
土
木
の

面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
く
永
遠
の
テ
ー

マ
。
生
徒
と
協
力
し
て

少
し
で
も
業
界
の
魅
力

を
発
信
で
き
た
ら
」
と

話
し
た
。

　
生
徒
ら
は
「
来
場
者

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
第
一
に
、
そ
し
て

自
身
も
楽
し
み
た
い
」

「
土
木
に
携
わ
る
女
の

子
も
い
る
こ
と
を
伝
え

ら
れ
た
ら
」
と
思
い
を

口
に
し
た
。

　
土
木
フ
ェ
ス
タ
は


日
午
前

時
か
ら
、
鹿

児
島
市
の
天
神
お
つ
き

や
ぴ
ら
も
～
る
と
天
文

館
本
通
り
で
開
催
す
る
。

』』』』』嫁』
』
』
』
』
』
』
』
』
』
』
』
』
』

　
県
建
築
協
会
（
栫
井
銀

二
郎
会
長
）
は
５
～
７
日
、

鹿
児
島
工
業
高
校
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け

入
れ
た
。
会
員
企
業
の
担

当
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
で
将
来
の

担
い
手
に
プ

ロ
の
仕
事
や

建
築
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
。

　
鹿
児
島
市

の
桜
島
学
校
新
築
の
現
場

で
は
、
植
村
組
の
永
濵
諒

氏
が
指
導
役
を
担
当
し
、

建
築
系
２
年
生
の
川
枝
滉

青
さ
ん
が
学
び
を
深
め
た
。

複
数
の
校
舎
棟
が
並
行
し

て
整
備
さ
れ
る
現
場
で
測

量
や
墨
出
し
を
行
う
中
で
、

施
工
ス
ピ
ー
ド
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
体
感
し
た
川
枝

さ
ん
は
「
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
驚
い
た
。
職
人
さ

ん
も
優
し
い
方
が
多
い
」

と
話
し
た
。

　
同
校
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
永

濵
氏
は
「
３
日
間
、
積
極

的
に
動
い
て
く
れ
た
後
輩

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
、
現
場
所

長
を
務
め
る
五
反
田
真
之

氏
も
「
働
く
環
境
が
よ
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

い
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

（
建
設
業
に
）
飛
び
込
ん

で
も
ら
え
れ
ば
」
と
語
っ

た
。

現場作業を通じて、建築の面白さを伝

えた＝鹿児島市内の現地
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◆
鹿
児
島
大
学
工
学
部
、

県
立
工
業
系
高
校
４
校
と

締
結
式
　

日
午
後
１
時


分
か
ら
、
鹿
児
島
市
の

鹿
児
島
工
業
高
校
で
高
大

連
携
締
結
式
を
行
う
。
高

大
連
携
協
定
は
、
鹿
児
島

大
学
工
学
部
と
県
立
工
業

系
高
校
４
校
（
鹿
児
島
工

業
、
川
内
商
工
、
加
治
木

工
業
、
隼
人
工
業
）
の
間

で
結
ば
れ
る
も
の
。
相
互

の
教
育
資
源
を
活
用
し
、

教
育
の
充
実
と
生
徒
・
学

生
の
資
質
向
上
を
図
る
。

　
薩
摩
川
内
市
は

日
、

同
市
発
注
の
飯
母
橋
架
替

工
事
の
現
場
で
地
元
小
学

生
を
対
象
に
し
た
見
学
会

を
行
っ
た
＝
写
真
＝
。
平

佐
東
小
学
校
の
児
童
ら
約


人
を
迎
え
、
工
事
の
進

め
方
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

果
た
す
役
割
な
ど
を
説
明
。

ド
ロ
ー
ン
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
も

体
験
し
、
最
新
の
技
術
に

目
を
輝
か
せ
た
。

　
見
学
し
た
の
は
、
同
校

の
全
校
生
徒
や
保
護
者
、

教
員
ら
約

人
。
上
部
工

を
担
当
す
る
コ
ー
ア
ツ
工

業
や
取
付
道
路
の
整
備
を

進
め
る
木
場
建
設
の
関
係

者
が
案
内
し
、
体
験
型
の

ブ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
３
班
に

分
か
れ
て
行
っ
た
。

　
児
童
は
工
事
概
要
や
橋

桁
を
動
か
す
工
程
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
ド
ロ
ー

ン
や
Ｖ
Ｒ
、
３
Ｄ
測
量
、

高
所
作
業
車
の
搭
乗
を
体

験
。
「
建
設
業
の
仕
事
っ

て
楽
し
そ
う
」
「
い
ろ
ん

な
こ
と
を
知
っ
て
勉
強
に

な
っ
た
」
な
ど
、
普
段
何

気
な
く
利
用
し
て
い
る
道

路
や
橋
の
造
り
方
に
興
味

津
々
だ
っ
た
。

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
供
た

ち
の
姿
に
、
同
市
道
路
河

川
課
の
市
川
鉄
哉
課
長
は

「
建
設
業
界
は
担
い
手
不

足
が
大
き
な
課
題
。
こ
う

し
た
機
会
を
通
じ
て
、
少

し
で
も
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら
」
と
目
を
細
め

た
。

　
建
設
後

年
が
経
過

し
た
こ
と
を
受
け
て
架

け
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
飯
母
橋
（
い
ぼ
ば
し
）

は
、
Ｌ

ｍ
×
Ｗ
６
・

５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
２
径
間
連

結
ポ
ス
テ
ン
Ｔ
桁
橋
。

旧
橋
は
２
０
２
３
年
度

に
撤
去
さ
れ
、

年
２

月
の
新
橋
完
成
に
向
け

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

子どもを重機に乗せて実際に操作を行った

＝枕崎市の同校
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谷口　一泰
か ず ひ ろ

さん

尚志館高校
建設工業科　３年

　
建
設
業
に
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

小
さ
い
こ
ろ
建
設
現
場

で
重
機
に
乗
っ
て
い
る

人
た
ち
が
す
ご
く
て
か

っ
こ
い
い
な
と
憧
れ
を

持
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

の
と
き
、
将
来
は
重
機

に
乗
っ
て
仕
事
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
中
学
３
年
生
で
進
路

に
迷
っ
て
い
た
私
は
、

建
設
工
業
科
が
あ
る
尚

志
館
高
校
に
ひ
か
れ
ま

し
た
。
本
校
の
建
設
工

業
科
で
は
、
ガ
ス
溶
接

技
能
講
習
に
始
ま
り
、

小
型
車
両
系
建
設
機
械

や
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
パ
ソ

コ
ン
利
用
技
術
検
定
な

ど
将
来
に
役
立
つ
さ
ま

ざ
ま
な
資
格
が
取
得
で

き
ま
す
。

　
重
機
に
乗
る
こ
と
が

夢
だ
っ
た
の
で
、
小
型

車
両
系
建
設
機
械
の
講

習
で
は
、
機
械
の
種
類
、

操
作
方
法
、
安
全
に
つ

い
て
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

知
識
を
吸
収
し
ま
し
た
。

小
型
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に

乗
る
実
習
で
は
、
初
め

て
の
こ
と
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
講
師
の
方
に

操
作
や
対
応
を
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
実
習

を
終
え
、
講
習
修
了
証

と
し
て
免
許
を
取
得
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
資
格
に
挑
戦

し
、
取
得
を
目
指
し
ま

す
。
今
の
１
番
の
目
標

は
、
大
型
の
重
機
に
乗

れ
る
よ
う
に
大
型
の
車

両
免
許
を
取
得
す
る
こ

と
で
す
。

　
私
は
、
９
月
に
就
職

試
験
が
終
わ
り
、
希
望

す
る
企
業
か
ら
内
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
職

種
は
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
で
す
。
私
が
目
指
す

姿
は
、
安
全
で
誰
か
ら

も
頼
ら
れ
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
で
す
。

　
高
校
生
活
も
あ
と
わ

ず
か
で
す
。
１
日
１
日

を
大
切
に
学
校
で
た
く

さ
ん
学
び
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
は
、
建
設

工
業
科
で
学
ん
だ
知
識

や
技
術
を
生
か
せ
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
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現
場
を
見
学
す
る
生
徒
た
ち
＝
南
九
州
市
で
整
備
が

進
む
新
庁
舎
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県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
（
米
盛

直
樹
理
事
長
）
と
県

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協

同
組
合
連
合
会
（
同

会
長
）
が
主
催
す
る

「
鹿
児
島
コ
ン
ク
リ

ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
２
５
」
が

日
、

鹿
児
島
市
の
ガ
イ
ア

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｙ
　
Ｌ

Ｌ
Ｐ
で
あ
っ
た
。
県

内
の
高
校
生
や
大
学

生
ら
が
参
加
し
、
製

作
し
た
供
試
体
の
指

定
強
度
へ
の
近
さ
を

勝
負
。
ピ
タ
リ
と
数

値
を
合
わ
せ
た
チ
ー

ム
な
ど
の
技
術
力
に

会
場
で
は
驚
き
の
声

が
上
が
っ
た
。

　
今
回
は
、
強
度
の

大
き
さ
（
ド
ラ
コ
ン
部
門
）

を
競
わ
ず
、
指
定
強
度
へ

の
近
さ
（
ニ
ア
ピ
ン
部
門
）

の
み
を
競
っ
た
。
二
つ
の

指
定
強
度
（

Ｎ
／

、


Ｎ
／

）
を
定
め
た
競

技
に
、
鹿
児
島
工
業
高
校

の
生
徒
や
大
学
、
鹿
児
島

工
業
高
等
専
門
学
校
か
ら

計

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　
競
技
で
は
、
学
生
ら
が

規
定
の
材
料
を
用
い
て
製

作
し
た
供
試
体
（
円
柱
形
・

直
径

㎝
×
高
さ

㎝
）

の
圧
縮
強
度
試
験
を
実
施
。

各
チ
ー
ム
が
目
の
前
で
出

さ
れ
る
試
験
機
の
数
値
に

注
目
し
、
固
唾
を
呑
み
な

が
ら
見
守
っ
た
。

　
供
試
体
を
指
定
さ
れ
た

強
度
に
作
る
に
は
、
材
料

の
配
合
比
率
や
温
度
等
に

左
右
さ
れ
る
た
め
、
コ
ツ

の
い
る
作
業
と
な
っ
て
い

る
。
強
度

Ｎ
／

で
は
、

見
事
数
値
を
合
わ
せ
た
チ

ー
ム
が
あ
り
、
そ
の
結
果

に
会
場
は
歓
声
や
拍
手
が

上
が
っ
た
。

　
米
盛
理
事
長
は
「
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
作
を
通
じ

て
、
特
性
や
配
合
設
計
等

の
基
礎
的
な
知
識
、
感
覚

を
身
に
付
け
、
よ
り
関
心

を
高
め
て
ほ
し
い
。
将
来

は
ぜ
ひ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

造
に
携
わ
っ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
思
い
を
寄
せ
た
。

　
な
お
、
午
後
か
ら
は
、

生
コ
ン
工
場
の
仕
組
み
等

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
。

学
生
ら
は
業
界
が
果
た
す

役
割
な
ど
を
理
解
し
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り
。

【
指
定
強
度

Ｎ
／

】

　
優
勝
＝
エ
ー
ス
（
鹿
児

島
工
業
）
▽
準
優
勝
＝
チ

ー
ム
お
も
ろ
（
鹿
児
島
工

業
）
▽
３
位
＝
チ
ー
ム
眼

鏡
（
鹿
児
島
高
専
）

【
指
定
強
度

Ｎ
／

】

　
優
勝
＝
建
女
３
（
鹿
児

島
工
業
）
▽
準
優
勝
＝
田

舎
門
ズ
（
鹿
児
島
工
業
）

▽
３
位
＝
チ
ー
ム
日
サ
ロ

（
鹿
児
島
工
業
）

スマートミラ
ーの使用を実
演＝薩摩川内
市の同校
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南
九
州
市
に
拠
点
を
置

く
永
照
電
気
（
河
野
洋
一

郎
社
長
）
は

～

日
、

薩
南
工
業
高
校
が
実
施
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

生
徒
を
受
け
入
れ
た
。
進

路
選
択
が
迫
る
情
報
技
術

科
２
年
生
３
人
が
参
加
。

建
設
業
が
地
域
で
果
た
す

役
割
、
資
格
取
得
の
重
要

性
を
理
解
し
た
。

　
生
徒
は
３
日
間
で
ケ
ー

ブ
ル
の
入
線
や
ブ
レ
ー
カ

ー
取
り
付
け
を
体
験
し
た

ほ
か
、
工
事
写
真
の
撮
影
、

整
理
作
業
に
挑
戦
。
管
内

で
も
指
折
り
の
大
型
事
業

と
し
て
整
備
が
進
む
同
市

の
新
庁
舎
整
備
に
関
す
る

同
社
の
担
当
現
場
も
見
学

し
、
そ
の
壮
大
な
光
景
を

目
に
焼
き
付
け
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

終
え
て
「
資
格
の
大
切
さ

を
知
っ
た
」
「
よ
り
知
識

を
広
げ
、
体
力
の
強
化
も

必
要
と
感
じ
た
」
と
生
徒

た
ち
。
河
野
社
長
は
「
勉

強
、
部
活
な
ど
で
忙
し
い

と
思
う
が
資
格
は
積
極
的

に
取
得
し
て
ほ
し
い
。
地

元
建
設
業
に
就
職
し
て
一

緒
に
地
域
発
展
に
貢
献
で

き
る
日
が
く
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
思
い
を

語
っ
た
。

　
県
高
等
学
校

工
業
ク
ラ
ブ
連

盟
ら
が
主
催
す

る
「
第

回
生

徒
発
表
大
会
」

が

日
、
薩
摩

川
内
市
の
川
内

商
工
高
校
な
ど

で
あ
っ
た
。
県

内
の
工
業
系
高

校
か
ら
約
３
０
０
人
の
生

徒
が
参
加
し
、
授
業
で
身

に
付
け
た
技
術
を
披
露
し

た
。

　
同
連
盟
の
福
岡
幸
彦
会

長
（
加
治
木
工
業
高
校
長
）

は
「
県
内
の
工
業
生
が
一

堂
に
会
す
る
貴
重
な
機
会
。

互
い
に
向
上
心
を
高
め
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　
川
内
商
工
高
校
で
は
、

生
徒
に
よ
る
研
究
発
表
や

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
等
を
行

い
、
授
業
で
得
た
知
識
や

技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
。

研
究
発
表
で
は
、
武
岡
台

高
校
情
報
科
学
科
の
３
年

生
３
人
が
「
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ

ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　
Ｐ
ｉ
を
用
い

た
ス
マ
ー
ト
ミ
ラ
ー
の
製

作
」
に
つ
い
て
発
表
し
、

吹
上
高
校
電
気
科
の
３
年

生
３
人
は
「
蛍
光
灯
の
２

０
２
７
年
問
題
」
と
題
し

て
蛍
光
管
の
製
造
・
輸
出

入
禁
止
に
よ
り
、
危
惧
さ

れ
る
問
題
を
伝
え
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
体
験
意
見

発
表
と
し
て
、

年
３
月

に
れ
い
め
い
高
校
工
学
科

を
卒
業
し
た
植
村
組
の
東

福
大
輝
さ
ん
が
、
学
生
時

代
に
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
社
会
生

活
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
海
老
原
知
晃
さ
ん
は
、

資
格
取
得
が
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
説

い
た
。

　
幹
事
校
の
清
川
康
雄
川

内
商
工
高
校
長
は
「
発
表

大
会
を
通
し
て
生
徒
た
ち

の
視
野
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
工
業
教
育
の
充
実
発

展
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
」

と
話
し
た
。

　
鹿
児
島
市
の
春
山
小
学

校
で

日
、
春
山
ポ
リ
ス

防
犯
ス
ク
ー
ル
が
あ
っ
た

＝
写
真
＝
。
主
催
は
建
設

業
で
働
く
保
護
者
が
多
く

加
入
す
る
春
山
友
の
会

（
甲
斐
島
眞
悟
会
長
）
で
、

「
い
か
の
お
す
し
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
寸
劇
や
パ
ト

カ
ー
の
試
乗
体
験
を
通
じ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
防
犯

意
識
を
高
め
る
機
会
を
提

供
し
た
。

　
同
校
や
鹿
児
島
西
警
察

署
が
協
力
し
た
当
日
は
、

児
童
や
高
齢
者
ら
約
３
０

０
人
が
来
場
。
会
員
が
詐

欺
の
手
口
や
防
犯
の
ヒ
ン

ト
を
〝
笑
い
〟
で
伝
え
る

シ
ョ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、

防
犯
グ
ッ
ズ
や
記
念
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

　
会
場
に
は
パ
ト
カ
ー
や

白
バ
イ
が
並
び
、
参
加
者

の
注
目
を
集
め
た
。
１
年

生
の
男
子
児
童
は
「
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

パ
パ
と
マ
マ
に
相
談
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
た
。
安
全
安
心
の
輪
を

広
げ
た
甲
斐
島
会
長
（
坂

本
建
設
）
は
「
防
犯
に
は

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
。

建
設
業
で
働
く
父
と
し
て

今
後
も
子
供
た
ち
と
触
れ

合
う
機
会
を
つ
く
れ
れ
ば
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。
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下伊倉　真
ま

来
く る

さん

尚志館高校
建設工業科　２年

　
私
た
ち
は
、
積
極
的

に
検
定
や
資
格
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
１
年
生
で
は
、
計
算

技
術
検
定
や
パ
ソ
コ
ン

利
用
技
術
検
定
、
ガ
ス

溶
接
技
能
講
習
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

利
用
技
術
検
定
は
１
回

で
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
放

課
後
な
ど
空
い
て
い
る

時
間
を
使
っ
て
復
習
や

補
習
に
励
み
、
２
年
生

で
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
無
事
、
受
か
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
小
型
車
両
建

設
機
械
技
能
講
習
に
合

格
し
ま
し
た
。

　
１
番
大
変
だ
っ
た
の

は
、
ガ
ス
溶
接
技
能
講

習
で
す
。
座
学
で
は
、

１
コ
マ

分
の
講
義
に

休
憩
時
間
が
５
分
と
短

く
、
集
中
力
を
保
て
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
日
目
は
筆

記
試
験
か
ら
始
ま
り
、

続
け
て
実
技
試
験
を
行

い
ま
し
た
。
実
技
の
溶

断
・
溶
接
が
も
の
す
ご

く
難
し
か
っ
た
で
す
。

指
示
さ
れ
た
こ
と
を
う

ま
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
悔
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
が
、

講
師
の
先
生
が
最
後
ま

で
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
次
に
大
変
だ
っ
た
の

は
、
小
型
車
両
建
設
機

械
技
能
講
習
で
す
。
筆

記
試
験
で
は
、
講
師
の

話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ

と
で
理
解
を
深
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
解
答
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
実

技
で
は
車
両
の
操
作
を

覚
え
る
こ
と
が
大
変
で

し
た
。
両
手
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
バ
ー
で
ア
ー
ム
、

ブ
ー
ム
、
バ
ケ
ッ
ト
を

操
作
す
る
必
要
が
あ
り
、

思
い
通
り
に
操
縦
が
で

き
ず
困
惑
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
た
く
さ
ん
の

資
格
を
取
得
で
き
る
よ

う
勉
強
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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　国土交通省と建設産

業人材確保・育成推進

協議会は月３日午前

時から、福岡市の福

岡第二合同庁舎で建設

産業に関する作文コン

クール受賞者を表彰す

る。

　本県からは、鹿児島

工業高校（建設技術系

３年）の伊井直太朗さ

んが不動産・建設経済

局長賞に選ばれた。

（作品は13日号７面）
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宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
は

月

、

日
に
、

さ
つ
ま
町
の
同
校
管
理
棟

玄
関
ホ
ー
ル
で
家
具
の
展

示
即
売
会
を
行
う
。
配
達

不
可
で
、
支
払
い
は
現
金

の
み
受
け
付
け
る
。

　
家
具
は
同
校
室
内
造
形

科
に
所
属
す
る
学
生
が
訓

練
で
製
作
し
た
も
の
で
、

購
入
時
の
注
意
事
項
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
。

　
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（

日
は
午
後

３
時
ま
で
）
で
、
木
工
品

の
製
作
実
習
も
見
学
で
き

る
。

　
県
熊
毛
支
庁
建
設
部
は
、

中
種
子
町
納
官
に
あ
る
砂

防
堰
堤
（
松
細
１
工
区
）

で
現
場
見
学
会
を
行
っ
た
。

星
原
小
学
校
１
～
５
年
生

の
児
童

人
が
参
加
。
現

場
見
学
を
通
じ
た
砂
防
学

習
を
行
い
、
児
童
ら
の
土

木
事
業
や
砂
防
工
事
に
対

す
る
関
心
を
高
め
た
。

　

日
に
あ
っ
た
見
学
会

は
、
同
部
建
設
課
の
職
員

や
施
工
を
担
当
す
る
池
山

建
設
（
池
山
克
司
社
長
、

中
種
子
町
）
が
、
堰
堤
が

持
つ
役
割
や
工
事
概
要
を

説
明
。
土
砂
災
害
の
恐
怖

と
工
事
の
必
要
性
を
伝
え

た
ほ
か
、
ジ
オ
ラ
マ
に
よ

る
検
証
実
験
や
バ
ッ
ク
ホ

ウ
の
乗
車
体
験
な
ど
を
行

っ
た
。

　
同
課
の
平
屋
幹
雄
技
術

補
佐
は
「
土
木
事
業
や
堰

堤
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
え
た
は
ず
。
公
共
施
設

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
語
り
、
竹
園
響

太
朗
土
木
技
師
は
「
住
民

を
守
る
砂
防
堰
堤
の
存
在

と
そ
れ
を
つ
く
る
人
が
い

る
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

し
た
。

　
現
場
代
理
人
の
鳩
崎
一

徳
さ
ん
は
「
少
し
で
も
業

界
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

　
見
学
会
を
終
え
て
、
児

童
ら
は
「
重
機
を
操
作

す

る

人

に

な

り

た

い

」

「
土
砂
災
害
の

怖
さ
を
知
っ
た
」

「
砂
防
堰
堤
が

僕
た
ち
の
生
活

を
守
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
」

と
思
い
思
い
に

感
想
を
述
べ
た
。

堰堤の有無に
よる効果を検
証＝中種子町
の現地
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福
永
建
設
（
福
永
和
則

社
長
、
姶
良
市
）
は

日
、

同
市
蒲
生
町
の
蒲
生
川
で

モ
ク
ズ
ガ
ニ
を
放
流
し
た
。

蒲
生
小
学
校
学
童
保
育

の
児
童

人
と
教
諭
ら

が
参
加
。
子
供
た
ち
は

バ
ケ
ツ
を
手
に
何
度
も

往
復
し
て
カ
ニ
の
放
流

を
楽
し
ん
だ
＝
写
真
＝
。

今
回
で
３
回
目
。

　
別
府
川
漁
業
協
同
組

合
の
活
動
に
協
賛
・
協

力
し
た
地
域
貢
献
の

一
環
。
こ
れ
ま
で
に
ア

ユ
や
ウ
ナ
ギ
を
放
流
し

て
き
た
。
同
社
工
事
部

の
落
弘
亮
さ
ん
は
「
地

域
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
川
の
生
態
系
を
守

る
活
動
に
貢
献
で
き
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。

子
供
た
ち
が
喜
ん
で
く

れ
て
う
れ
し
く
思
う
」
と

語
っ
た
。

　
参
加
し
た
児
童
ら
は
、

「
想
像
し
て
い
た
以
上
に

カ
ニ
が
大
き
く
て
び
っ
く

り
し
た
け
ど
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」
「
立
派
に
成

長
し
て
ね
」
な
ど
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
た
。

　
丸
久
建
設
（
桑
木
喜
康

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
長

島
町
の
川
床
中
学
校
が
実

施
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

協
力
し
、
出
前
授
業
を

行
っ
た
。
座

学
で
建
設
業

の
役
割
や
工

事
の
進
め
方

な
ど
を
伝
え

た
ほ
か
、
実

習
で
は
重
機

の
試
乗
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
を
体
験
。
「
将
来
の

選
択
肢
の
一
つ
に
」
と
そ

の
魅
力
を
発
信
し
た
。

　
座
学
で
は
、
現
場
で
採

用
さ
れ
て
い
る
特
殊
な
工

法
を
動
画
で
紹
介
。
「
大

き
な
構
築
物
を
ど
う
や
っ

て
動
か
す
の
？
」
な
ど
純

粋
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
実
習
で
は
、
操
作
を
手

ほ
ど
き
し
て
も
ら
い
な
が

ら
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
で
校

庭
を
一
周
。
校
舎
前
の
整

地
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
生

コ
ン
を
打
設
し
、
記
念
の

手
形
を
残
し
た
。

　
生
徒
は
コ
テ
の
使
い
方

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

終
始
笑
顔
で
体
験
。
桑
木

社
長
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん

が
建
設
の
仕
事
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
。
今
後
も
地
域
の

未
来
を
担
う
若
い
世
代
に

も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

　
今
回
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

は

日
に
実
施
。

人
の

生
徒
が
約
２
時
間
に
わ

た
っ
て
学
び
を
深
め
た
。

明るい表情で写真に納まる生徒ら＝長島町の同校

スケールの大きさを
肌で感じた＝鹿児島
市の現地
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九
州
地
方
整
備
局
鹿
児

島
国
道
事
務
所
が
進
め
る

鹿
児
島
東
西
道
路
整
備
の

現
場
見
学
会
が

日
、
鹿

児
島
市
の
現
地
で
行
わ
れ

た
。
日
本
建
設
業
連
合
会

九
州
支
部
の
主
催
で
、
鹿

児
島
工
業
高
等
専
門
学
校

の
４
年
生

人
が
参
加
。

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
現

場
を
訪
れ
、
工
事
規
模
の

大
き
さ
を
体
感
し
た
。

　
施
工
を
担
当
す
る
大
成

建
設
・
大
豊
建
設
Ｊ
Ｖ
の

常
田
和
哉
作
業
所
長
（
大

成
建
設
）
ら
関
係
者
が
工

事
概
要
を
説
明
。
学
生
た

ち
は
現
場
で

の
工
夫
等
の

解
説
を
受
け

た
あ
と
、
防

音
ハ
ウ
ス
の

中
を
通
り
、

完
成
し
た
ト

ン
ネ
ル
部
分

を
歩
く
な
ど

工
事
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
学
校
で
構
造
力
学
な
ど

を
学
ん
で
い
る
井
ノ
上
橙

和
さ
ん
は
、
見
学
後
「
最

新
技
術
を
使
っ
て
い
る
現

場
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

学
校
で
学
ん
で
い
る
内
容

を
実
感
で
き
た
。
将
来
は
、

同
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
人

の
役
に
立
つ
建
物
を
つ

く
っ
て
み
た
い
」
と
話
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
発
注
者
、

設
計
者
、
施
工
者
と
い
っ

た
各
立
場
か
ら
の
説
明
も

実
施
さ
れ
、
常
田
作
業
所

長
は
「
協
調
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必

要
」
と
進
路
に
役
立
つ
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。
同

事
務
所
の
松
尾
和
敏
事
業

対
策
官
は
「
現
場
を
見
る

と
勉
強
の
視
点
が
変
わ
る
。

今
回
の
見
学
で
学
生
た
ち

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
語
っ
た
。
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